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１．委員の指摘及び提言概要 

小笠原諸島では貴重なカタツムリ等を保護するため、外来ネズミの駆除が求められているが、殺

鼠剤の非対象生物への影響について、本研究は貴重な科学的知見を提供した。現地の関係者とも良

好な関係を構築し、円滑に研究を実施したことも、今後の研究や行政への貢献につながるものとし

て高く評価したい。この知見をもとに、地理条件や環境条件に適した殺鼠剤散布手法のマニュアル

作成がおこなわれることを期待する。当初の目的は達成されたと思われるが、今後はフィールドで

の観察を併用し、総合的な実態解明と対策の検討を進めることが望ましい。サンプル数の妥当性や、

個体差、近縁の種間の差の評価などについて、より詳しい説明が報告書などで述べられているとよ

かった。 

 

２．採点結果 
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